
R6.1.26全協

総務課 資料

○ ○ ○ ○ ○

・「会染西部ほ場整備創設非農用地の活用」のうち用地取得を除いた経費は、一般単独事業債（充当率75％、交付税措置なし ）を想定

○ ○ ○ ○ ○

※人件費は年度末、職員数は年度当初の数値
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下水道事業会計 3,513 3,158 2,974 2,755 2,538 2,348

水道事業会計 4 36 30 25 19

2,361

簡易水道事業特別会計 40 0 0 0 0 0

特別会計 3,557 3,194 3,004 2,780 2,557

4,828

一般会計 4,412 3,871 3,311 3,028 2,765 2,467

町債残高合計 7,969 7,065 6,315 5,808 5,322

項　　　　　目 R4 R5 R6 R7 R8 R9

152その他基金 166 156 155 154 153

464

公共施設等整備基金 1,020 1,122 1,147 1,259 1,322 1,355

てるてる坊主のふるさと応援基金 190 236 287 346 405

205

その他特定目的基金 1,376 1,514 1,589 1,759 1,880 1,971

減債基金 205 205 205 205 205

項　　　　　目 R4 R5 R6 R7 R8 R9

2,736

財政調整基金 527 556 585 510 535 560

基金残高合計 2,108 2,275 2,379 2,474 2,620

460繰出金 428 444 451 458 460

104

収　　　　　支 105 50 50 50 50

82

50

その他 （維持補修費等） 268 131 88 87 80

積立金 407 189 92 83 134

825補助費等 1,121 1,138 813 934 838

391

物件費 700 783 779 784 742 716

普通建設事業費 278 225 319 409 373

489

公債費 722 658 625 575 540 473

扶助費 516 485 474 479 484

938 1,042 1,104 1,095 1,105 1,091

歳出合計 5,378 5,095 4,745 4,904 4,756 4,631

人件費

755

繰越金 51 75 25 25 25 25

その他 （地方消費税交付金等） 762 785 766 755 755

10

繰入金 123 40 15 13 13 13

 うち臨時財政対策債 41 18 10 10 10

69

 うち臨時財政対策債以外 103 40 43 158 145 59

町債 144 58 53 168 155

5,145 4,795 4,954 4,806

2,265

国・県支出金 1,064 871 687 715 663 627

地方交付税 2,375 2,388 2,350 2,350 2,265

＜歳出のポイント＞

【地方交付税】
・地方財政計画を鑑み増額

【町債】
・地方財政計画を鑑み、臨時財政対策債を減額

【繰入金】

・R4～9の内訳…公共施設等整備基金（R5：14）、ふるさと応援基金（R4：5、R5：24、R6：15、R7~9:各12）、スポーツ振興基金

（R4～9：各1）、新型コロナウイルス対策における利子補給基金（R4～5：各1）、減債基金(R4：115）、てるてる坊主浅原六朗基金
（R4：2）

【その他】
・ふるさと納税が好調のため、寄付金額を130で想定

【人件費】
・人事院勧告による給与改定を反映したため人件費の増（R5以降）
・ロードマップや定員管理計画に合わせて正規職員数を増（R7以降）
・R6に地域おこし協力隊11人、集落支援員1人の採用を見込む

【普通建設事業費】
・会染保育園の建て替えを実施しないためR7大幅減

【物件費】
・電気料、燃油料等高騰のため、相当分を増額

【補助費等】
・定住補助金、空き家バンク活用事業補助金を増額（R6以降：19）
・下水負担金について資本費平準化債の拡充により減額（R4,5：290　R6：107　R7以降：140）

【積立金】
・R4～9の内訳…減債基金（R4：100）、公共施設等整備基金（R4：244、R5:117、R6：25、R7：12、R8:63、R9:33）、ふるさと応援
基金（R4：60、R5：70、R6：66、R7～9：各71）、福祉基金（R4：3、R5：1）

池田町　財政シミュレーション（R4決算、R5～R9決算見込み）

（単位：百万円）

項　　　　　目 R4 R5 R6 R7 R8 R9 推計の考え方

4,681 ＜歳入のポイント＞

町税 964 928 899 928 930 927

歳入合計 5,483

679 686 695 706 684 650 693 677 696 710 717 729

246 254 246 250 249 269
281 358 334 330 309 309
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【正規職員、会計年度任用職員の人件費と正規職員数の推移】

正規職員人件費 会計年度職員人件費 正規職員数
退職 2

自己 2

採用 3

差引＋1

退職 2

自己 2

採用 4

差引＋2

退職 2

自己 2

採用 4

差引＋2

退職 2

定年 1

自己 1

採用 3

差引＋1

退職 4

自己 2

勧奨 1

早期 1

採用 0

差引△4

育休職員数 8人 6人 3人 3人 3人 3人 3人

退職 2

自己 2

採用 3

差引＋1

4,773 4,889 4,959 5,181 5,230 4,979 4,412 3,871 3,311 3,028 2,765 2,467 2,149 1,978 1,828 1,768
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町債残高の推移 一般 簡水 水道 下水道

R3以降、減少幅が拡大
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(%) 実質公債費比率の推移 今回 従前（R5.3予算決算特別委）

正規職員・会計年度任用職員人件費の財源内訳

919 974 1,035

170 182 (19.8%) 176 206 (21.1%) 170 230 (22.2%)

特別
交付税※

12 30 60

それ以外 737 768 805

※地域おこし協力隊、移住コーディネーター、集落支援員は特別交付税で100％措置（上限あり）

R4内訳（実績）　　 協力隊3人 移コ1人
R5内訳（見込み）　協力隊7人 移コ1人

　 R6内訳（想定）　 　協力隊15人 移コ1人　集落支援員1人

(77.8%)

【参考】

項　目 R4 R5 R6

人件費

財
源
内
訳

特定財源

一
般
財
源 (80.2%) (78.9%)

879 832 659 442 480 501 527 556 585 510 535 560

75 95
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841

563 608
1,077
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基金残高の推移

財政調整基金 減債基金 その他特定目的基金 合 計

R3以降回復見込み



今後予定している主な事業の年度別事業内容および財源内訳

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13
基本計画策定 用地取得 測量設計等 設計

国　　費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
町　　債 0 0 97 29 8 136 136 136 542

公共施設等整備基金繰入金等 8 0 0 10 2 45 45 45 155
計 8 0 97 39 10 181 181 181 697

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

設計

国　　費 0 0 4 39 22 18 9 0 0 92
町　　債 0 0 8 68 40 32 17 0 0 165

公共施設等整備基金繰入金等 0 0 2 8 6 4 2 0 0 22
計 0 0 14 115 68 54 28 0 0 279

総事業費 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 合計

国　　費 0 0 4 39 22 18 9 0 0 92
町　　債 0 0 105 97 48 32 153 136 136 707

公共施設等整備基金繰入金等 8 0 2 18 8 4 47 45 45 177
計 8 0 111 154 78 54 209 181 181 976

【町債の詳細】

・「会染西部ほ場整備創設非農用地の活用」の用地取得は、公共用地先行取得事業債（充当率100％、交付税措置なし）を想定

・「会染小大規模改修」は、学校教育施設等整備事業債（充当率90％、交付税措置率60％）を想定

用語の説明

◆歳入

分担金及び負担金

◆歳出

◆基金関係

×100
経常経費充当一般財源(人件費、扶助費、公債費などの経常的な経費)

経常一般財源(地方税、普通交付税などの経常的な収入)＋減収補填債特例分＋臨時財政対策債
　　※経常収支比率＝

基金 特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立てるもの。財政調整基金、減債基金、その他特定目的基金がある。

財政調整基金 地方公共団体における年度間の財政の不均衡を調整するための基金。

減債基金 地方債の償還（返済）を計画的に行うための資金を積み立てる基金。

公共施設等整備基金 公共施設等の整備充実に充てるため積み立てる基金。

ふるさと応援基金 ふるさと納税を財源に積み立てる基金。

福祉基金 地域における福祉活動に関する事業、快適な生活環境の形成等に関する事業、その他福祉に関する事業に充てるため積み立てる基金。

補助費等 町から他の地方公共団体や民間に対して、行政上の目的を達成するため交付される経費。講師謝金などの報償費や補助金や交付金などが該当。

積立金 計画的な財政運営を行うために財政調整基金や、特定の目的を持つ基金に積み立てを行うための経費。

繰出金 一般会計と特別会計、特別会計相互間で資金運用をするための経費で、定額資金を運用するための基金に対する支出も含む。

公債費 地方債の元金や利子、一時借入金の利子を支払うための経費。

普通建設事業費 道路・橋りょう、学校など公共施設の新増設等の建設事業に要する経費。

物件費 旅費や備品購入費、委託料など消費的性質をもつ経費。

繰越金 前年度決算の剰余金。

人件費 職員の給与や議員への報酬などの経費。

扶助費 生活保護法、児童福祉法等の法令に基づく扶助費の支給や町が単独で行う扶助のための経費。障害福祉サービス給付費、児童手当、就学援助費などがある。

地方債（町債） 資金調達のために１会計年度を越えて返還する必要のある借入金のこと。

臨時財政対策債
地方一般財源の不足に対処するため、特例として発行される地方債。その元利償還金相当額については、全額を後年度地方交付税の基準財政需要額（標準的な行政活動を行うために必要な
一般財源の額）に算入することとされ、町の財政運営に支障が生ずることのないよう措置される。

繰入金 一般会計、特別会計及び基金などの会計間の現金の移動のこと。他の会計から資金を受け入れる場合を「繰入」、他の会計に資金を提供する場合を「繰出」という。

使用料及び手数料
使用料は公共施設などの利用の対価として支払っていただく料金で、バス使用料や町営住宅使用料などがある。手数料は町が特定の方に提供するサービスの対価として徴収するもので、住
民票や印鑑証明、廃棄物処理手数料などがある。

国庫支出金 国が町に対して支出するもので、その目的、性格により国庫負担金、国庫補助金、国庫委託金に分類される。

県支出金 県が町に対して支出するもので、その目的、性格により県負担金、県補助金、県委託金に分類される。

町の行う事業により特定の利益を受ける方から、受ける利益を限度として徴収するもので、保育料などがある。

年度計

年度

976
財源

内訳

・「会染西部ほ場整備創設非農用地の活用」のうち用地取得を除いた経費は、一般単独事業債（充当率75％、交付税措置なし）を想定

町税（地方税） 町民の皆さんや町内に事業所を持つ法人等に納めていただく税金。町民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税、(入湯税、都市計画税)がある。

地方交付税
国税の一定割合を、全国どの市町村に住んでも一定水準の行政サービスが受けられるよう、国が市町村に交付するもの。地方交付税には、一般的な行政サービスを保証するための普通交付
税と災害など特別の事情に応じて交付される特別交付税がある。

総事業費
年度

事業内容

会染小大規模改修 279
財源

内訳

設計・工事・監理

（単位：百万円）

合計

事業名 総事業費
年度

合計
事業内容

農転許可申請

開発許可申請

工事・監理

会染西部ほ場整備

創設非農用地の活用
697

財源

内訳

事業名
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（％）（億円） 池田町と類似団体（全国平均値）の経常収支比率の推移

経常一般財源（臨財債含む・池田町） 経常経費充当一般財源（池田町） 経常収支比率（池田町） 経常収支比率（類似団体（全国平均値））


